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　 （1）ヤ ス パ ー ス の 国家観

　ヤ ス パ ー
ス は 『哲学』の eg　ll部第 11章 「客体性 の 諸形 態 亅 で 国家の 問題 を論

じ て い る 。 彼 は 主 体 と して の 精神が 、 客体性 と して 持 っ 精神領 域 （Geistessphll−

ren ）を 代表す る力 と し て 国家を挙 げ 、 次の よ うに 言 う （S．350f．）。

　時間内に お け る現 存在は 人 間の 社 会 とい う形態 と して ある 。 人 間 の 意志 は 時

間 内 に お け る現 存在 へ の 配慮 か ら発 して 、 現存在 を保護 し生活 圏や生 活 可能性

を拡大 す る 諸秩 序 を求 め る 。 そ の 保 証や 可 能性 、 拘 束や 自由が なん で あれ 、 あ

ら ゆ る現 存在 の 配 慮に お け る 究極 の 主 権 的 法 廷 が 国家 で あ る ． 国家 は そ れ を 通

じて 私 が 人 類 の 現実 の 運命 に 参 与す る 客体 性 で ある 。 国家 の 実 存的意義 は 、 ほ

か の 人 々 が 皆 直接 間接 に依 存す る もの の 形 成 に 共働す る た め に
、 我 々 が 現実 を

承 認 し こ れ を 自己の 責 任 と して 、 共 に 引受 け る こ とに あ る （S．351）。

　現 存在 に お い て は、人 間 は 支配 し よ うと欲す る 。
こ の 支 配 意志 （Herrschafヒs−

wille）は 自己 自身の 断念 で あ る が 、 これ は避 け られ ぬ もの で あ り 、 支配意欲 が

ない と 、 人 間 の 現 存在 は 万 人 の 万 人 に 対 す る 現存在闘争 の 無政府状態 （die　An −

archie 　des　Daseinskampfes　aller 　gegen　alle） に 陥 っ て しま う （S．364）。

　 ヤ ス パ ー ス は こ こ で 所 有 権 の 問題 を論 じ 、社 会 主 義者 の 意 図 や 、福 祉 国家 の

理 想 の 難 し さ も取 上 げ 、 現 存在 の 客体的 生 存形 態 と して の 国家 の 限界 を指摘 す

る に 至 る 。

　 （2）現 存 在 国家 お よ び国際 政 治 の 限界

　ヤ ス パ ー
ス は 国家 の 限 界 を闘争 に お く 。 闘争 （Kampf ） は 限 界状況 の

一
っ と

し て 、 彼 が 『哲学』 の 中で 挙 げた もの で あ る 。 彼 に よれ ば社 会 は 国家 と して 存

在す る し 、 そ うした もの と して 闘争 の 中に立 つ
。 即 ち他 の 国々 と闘争す る国家

と して 、 かっ 自らの 内 で 決定を下す 意 志 の 形 成 を巡 りそれ 自身 と闘 う国家 と し

て 存在す る （S．371）。
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　ヤ ス パ ー
ス が現代国家 ない し国際情勢 につ い て 、 そ の 闘争及 び戦争 （Krieg）

の 危険 を深刻 に警告 して い る もの の
一

つ は 、 言 うまで もな くそ の 著 『原子爆弾

，
と人 間の 将来』（1958）で あるが 、 そ の 中で は ヤス パ ー

ス は人 間の 暴力 （権力 、

Gewalt） を も限界状況 に加 えて い る 。 暴力 は人 間的現 存在 か ら排除 され る こ と

の 出来 ぬ もの で あ る 。 人 間 に とっ て は 暴力 の 秩 序 （Ordnu  der　Gewalt）だ け

が 肝 腎なの で あ る 。 警察 の 行為 は 、 暴力に よ っ て 暴力 を防 ぐた めの 最少 限の 暴

力 で あ る 。 国 家秩序 は犯 罪者 に よ っ て だ けで な く 、 国家相 互 間 の 暴力に よ っ て

も内乱 に よ っ て も破 られ る （S．　58）。

　戦 争 は 諸 国家間 の 物 理 的 な暴 力 で あ り、 現 代 の 危機 は全 体主 義 と結 び つ い

た原爆 の 脅威 に あ る 。 ヤ ス パ ー ス は危 機 を克服 す る 道 を超 政治 的 な もの （das

Uberpoiitische） に 期待す る （S．253f．） が 、 そ れ は 人 間 理 陸に 基づ く内的変革

に よる しか ない とす る 。

　 （3）内的飛躍 の 道 と して の 実存的 思 考

　 こ うした危 機 を克 服 す る 究極の 道 を 、 ヤ ス パ ー
ス は高 次 の 実 存の 自覚 に 置 く 。

彼 は 後期 の 主 著 『真 理 に つ い て 』 （1947 ） の 中 で 、 実 存的 思 考 （existentielles

Denken） の 意義 を特に 強調 して い る 。 彼 の 説 く 自己 と して の 包括者の 様相 の

中で 、 現 存在的な思考 は 心 理 的社会的 な実践の 領域 に 関係 し 、 意識
一

般的 な思

考 は科学的な正 当性 の 領域に 、 ま た 精神的思考は精神的現 実性 と して 、 特 に国

家や法 律 の 世 界 に 関係 す る 。 ひ と り実存的思考の み が 、 世 界 を超 えた 超 越者 に

関 わ りを持 っ 。

　 実 存的思 考 は 、 代 替 しえ ない 歴 史 的 に 具 体的 な もの を、 普 遍 的 な もの を媒介

と し て 思考 す る （S．355）態 度 で あ り 、歴 史 の 深 淵 の 内 に 魂 の 救 済 （das　Heil

der　 Seele） に 関す る決 断 を見 出そ うとす る （S．356）真剣 さで あ る 。
こ の 主 体

的 内面 的思 考 に 支 え られ て 初 め て 暴力 は 愛 の カ に転換 し 、 危 機 を克服 す る 道 も

開 かれ る と彼は 説 く。 この 思 想は 現代 もなお 、 そ の 重 要 さを失 わ ない
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（静岡大学名 誉教授 ・現 日本 大 学講 師）
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